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凡例




これは「改造」第七卷第六號（大正十四年六月一日　改造社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかな誤字・脱字と思われるものは、断り無く訂正しました。








無產政黨の構成要素に就て

島中雄三







一




　理論は我々に方向を與へる。しかし結局それは方向である。實際の問題は曾て理論によつて解決された例しはない。我々が今、當面の問題としてゐる無產政黨の組織に就ても、豫め慎重なる調査と硏究とを要する事柄はあまりに多い。而もその調査と硏究とは、主として日本の現在の、政治的、經濟的、社會的の狀況と、その發展過程との上に係るものであつて、それらの條件の如何により、組織さるべき政黨の形態及び内容は定まるのである。言葉を換へていへば、我々が當面の題目は、如何なる種の政黨を、如何なる風に組織すべきかの問題ではなくして、如何なる種の政黨を、如何なる風に組織することが、現在に於て可能なるかの問題である。而も此の二つは、決して異なつた途を取るものではない。何となれば、我々無產階級の運動が旣に現實の運動であるかぎり、現實に可能なる範圍において、おのづからその方策は決定せらるべきであり、また決定せられねばならぬ筈だからである。

　もとより無產階級の運動は、無產階級の解放を最後の目標とする。それが政治運動であると經濟運動であるとに拘らず、此の目標を見失ふことは運動自身の墮落である。しかしながら、如何に目標がそこにあるからといつて、現實立脚の地點を正視することを忘れたならば、目標は單なる目標たるに止まり、我々は一步も之に近づくことが出來ない。人生は複雜である。世路また難嶮である。殊に我が無產階級の運動に於ては、その理想の高遠であればあるほど、現實立脚の地點との間に餘程の距離があることを覺悟しなければならぬ。無論そこには、山もあれば川もあり、越ゆるに難き絕壁もあれば、涉るに術なき谿流もある。それを冒して進むためには、時には迂回の途を取らなければならない。時には目標を背後にして、一見反對の方向にその步を進めなければならない。此の場合皮相の純理論を以てすれば、或は運動の墮落とも言へよう。或は無產階級精神を置き忘れたものとも見えよう。しかしそれが必然辿らねばならない徑路であるかぎり、眞の無產階級運動者にとつて、それは殆ど決定的なる唯一つの步みでなければならぬ。彼の抽𧰼的なる、槪念的なる、形式一遍の純理論が、しば〳〵實際運動家にとつて、輕蔑の外の何物をも値しないのはこゝである。




二




　斯樣に、無產階級運動の方策は、現實の社會的條件と、その必要とに應じて、幾多の迂餘曲折をたどらなくてはならぬ。殊に、資本主義の變則的發展を遂げつゝある日本としては、最も此の間の必要を重視しなければならぬ。そこで、今、當面の問題とされてゐる無產政黨の構成要素に關しても、單に漠然たる階級槪念を以て、その範圍を局限する如きは、策として最も宜しきを得ざるのみならず、旣に出發點に於てその第一步を誤つたものと謂はざるを得ない。

　思ふに、構成要素の問題は、當然また綱領の問題と密接に關聯するものであつて、二者を切り離して考へることは、到底一の空想である。即ち綱領の問題は、無產政黨が如何なる要素によつて構成せらるゝかの決定を待つて、初めて定まる問題であると同時に、構成要素の問題も亦、無產政黨が如何なる綱領の下に進むかによつて、初めて決せらるべき問題である。斯く相互に關聯しあふ問題である以上、今日直ちに此の問題に對して、確定的なる答案を示すことは、何人も難んずる所に相違ない。たゞ、今日に於て、大體決定し得ることは、我々無產階級の政黨として取り得る思想的立場である。そして此の立場の決定の上に、大まかながらも構成要素の問題は定まり、綱領の問題は定まるのである。

　然らばその思想的立場とは何であるか。

　無產政黨の政黨として取り得る思想的立場、——やがてまた無產政黨の政黨として取るべき思想的立場を講究することは、無產政黨の組織に當りて第一番に必要なる事柄である。けれども此の問題は、今私としては多く觸れることを許されぬ。たゞ簡單に結論をいへば、日本の現在に於て、少くとも近き將來に於て、當然組織さるべき無產政黨の思想的立場は、如何なる點より考へても、決して純然たる無產階級的思想の表現ではあり得ないといふことである。むしろ多分に、所謂小ブルジヨア的自由主義に立脚するものでなければならぬといふことである。

　蓋し資本主義の變則的なる發展を遂げた日本においては、封建制度の殘存勢力が、今日尙ほ拔き難き根柢をもつてゐることは何人も觀る所の事實である。そしてこの事實は、日本に於ける資本主義が、その發達の中途において、歐米の帝國主義的資本主義の壓迫を受け、舊勢力と妥協するにあらざれば、その資本的勢力を築くことが出來なかつた情勢においての、實に已むを得ざる結果であることはいふまでもない。即ち日本の資本主義は、曾て歐米に於けるが如き自由主義としての歷史的使命を果して居らぬ。その所謂帝國主義は、資本主義が當然に發達して、最後の發達階段たる帝國主義の形をとつたものではなく、むしろ封建的帝國主義が、近代資本主義の影響を受けて、必要的に資本主義化したものであると觀ることが出來る。そこで今日となつては、資本主義は最早封建勢力の敵ではなくして、その味方である。封建勢力を覆へすだけの實力もなければ、またその必要もない。尤も、ある場合に於て、封建勢力の跋扈が資本主義の發達を阻害してゐる事實も無いではない。そしてその都度、資本主義が、之に對して若干の反抗を試みたことも無いではない。けれどもそれは、親爺の脛を嚙つている息子か、たまたま都合の惡い時に、親爺の頑冥を罵る程度のものであつて、强いて親爺に反逆して獨自の勢力を打ち樹つるだけの、意氣も抱負もあるものではない。それよりも、彼等の恐るゝものは無產勢力の擡頭である。即ち資本勢力は、封建勢力と共に、今や無產勢力に對して共同の戰線を張らなければならない必要に迫られてゐる。歐米に於ける資本主義が、曾て自由主義の使命を果したやうに、將來日本の資本主義も亦、自由主義の大旆を眞向にかざして、封建勢力の殘存分子を微塵に打ち碎き得ると考へるならば、明かにそれは間違ひである。

　然らば、日本の封建勢力を根柢より一掃するものは何であるか。いふまでもなくそれは無產階級の勢力である。而も無產階級の自由主義的勢力である。言葉を換へていへば、無產階級の經濟的實力にバツクされたる自由主義思想の勝利である。私は此處に、日本の特殊事情があると思ふ。

　槪念的なる直譯社會主義者の解するところによれば、自由主義とは常にブルジヨア的、乃至、小ブルジヨア的でなくてはならぬことにきめられてゐる。しかしながら、自由主義そのものは、もと〳〵特殊の階級に固有のものではなくして、むしろ人間性の本質より湧き出でたる被壓迫者の叫びである。さればこそ、封建勢力の强壓に對して反抗の烽火を舉げたる時代に、その叫びは當時の被壓迫階級たるブルジヨアジーから放たれた。今や彼等は支配階級として、封建勢力以上の壓迫を無產階級に加へてゐる。自由主義の叫びは、當然此の壓迫されたる無產階級のうちから起らざるを得ない。そして無產階級のうちから起るときに、初めて自由主義が自由主義としての使命を完了することが出來るのである。

　序に、誤解を避けるために、一言說明を加へて置く。私は敢て自由主義といつたが、しかしこゝでの自由主義とは、固より的確なる學術的用語ではない。むしろ漠然たる意味において、自由平等を基調とする社會的正義の主張を包括したものであると見ていゝ。さればそこには、被壓迫階級としての、政治的經濟的壓迫に對する解放の要求が含まれてゐる。政治的經濟的不平等に對する正義の要求が含まれてゐる。そして此等の要求は、あくまで無產階級の要求であると同時に、また無產階級と將來その立場を等しうする、乃至は、無產階級的生活利害に同感し得る所の准無產階級、小ブルジヨア知識階級、或は中產階級の道德的要求でもあることを忘れてはならぬ。




三




　さて以上は一個の私見である。が、假に、此の種の思想的立場を取ることが、日本に於ける現在の無產階級政黨として、果して決定的の方途であるとするならば、その政黨の揭ぐべき綱領も亦、おのづから此の立場の範圍でなくてはならぬ。その政黨を構成すべき人的要素も亦、此の立場に包括し得べき最大限でなくてはならぬ。

　無產政黨の思想的立場に關し、これまで各方面の有志によつて攻究されたところを綜合すると、大體に於て社會民主主義といふことに歸着する。即ち政治的には自由主義乃至民主主義を取り、經濟的には社會主義を取るといふのが、比較的多數の意見である。私も之に對して多くの異存がない。從つて、無產政黨の綱領乃至政策が、この思想的立場を根據として編み出さるべきは、もとより當然のことであるが、しかし斯の如き綱領乃至政策を、豫め臺所で料理して置いて、さて此の御馳走に箸を取れと要求するのは、要求する方に無理がある。少くとも今日に於ては、その時期でない。ふりの客は或はそれで滿足するかも知れない。しかし客によつては、いやでも應でも一度は註文を通さなくては、承知の出來ない連中がある。そこで、無產政黨の綱領乃至政策は、勢ひ客種の如何によつて、その配膳の模樣をかへなくてはならぬ。その料理を手加減しなくてはならぬ。その材料を取捨選擇しなくてはならぬ。そこに先決問題としての、構成要素の問題がある。

　然らば無產政黨は、社會民主主義的立場を支持するかぎりの無產階級、及び准無產階級をその構成要素とすべきであるか。理論は正しくさうである。しかし實際の情勢よりすれば、槪して日本の無產大衆は、まだ〳〵此の種の思想的立場を了解するまでの敎育程度に達して居らぬ。例へば今、普通選擧が實施された結果として、一千萬人の新有權者が出來るとする。その大部分が無產階級であることはいふまでもない。しかしながら此の一千萬人の新有權者のうち、果してその幾パーセントまでが、斯の如き思想的立場を支持するだけの、十分なる階級意識をもつてゐるであらうか。私は此の點に於て、決して樂觀的なる觀測を加へることが出來ない。而も來るべき最初の總選擧は、主として此の新有權者の爭奪戰である。一票何圓かの見積りを以て投票の狩り集めに狂奔することを選擧の意義と心得てゐる旣成ブルジヨア政黨は、定めて必死の努力をもつて、新有權者の爭奪に腐心するであらう。そしてその結果、無產大衆の恐らく大部分は、旣成政黨のために籠絡され、瞞着され、甘んじてその靴の紐を結ぶの醜態を演ずるであらう。果してさうであるとすれば、新たに組織さるべき無產政黨は、此等の事實に當面して、如何なる準備をなすべきであるか。我々の深く考慮しなければならないのはこゝである。

　有體に言へば、私は、日本の現狀に於て、少くとその最初の總選擧に於て、普通選擧が無產階級のために、どこまで有効なる實際の働きをなすかを危んでゐるものである。むしろその効果は、實際に無產階級の代表者を議會に出すといふことよりも、之によつて無產大衆に政治的敎育を與へる有力なる機會を提供する處にあると考へてゐる。たゞ、當面の問題としては、從來久しくブルジヨア政黨の欺瞞の下に、殆ど正しき政治的敎育を受くることの出來なかつた多數の無產大衆を、如何に我々は訓練し、敎育し、組織してゆくかといふことである。之を訓練し敎育し組織して、初めて無產大衆の政治的勢力は結成され、ブルジヨア勢力に對抗すべき無產階級勢力が確立されるのである。然らば、今日日本の現狀に於て必要とするのは、差し當つての無產大衆の組織である。敎育と訓練とを目的とするところの組織である。政治の實權を把握するための組織でもなければ、明日直ちに無產階級の政治を實現するための組織でもない。斯の如きは勿論、我々無產階級運動者の一日も忘るゝことの出來ない理想であるけれども、それを達成するまでの順序としては、先づ差し當り敎育と訓練とに大部分の努力を注がねばならぬ。謂はゞ現在に於て組織さるべき政黨は、過渡期の無產政黨である。之に包容さるべき構成分子は、必ずしも明確なる階級意識をもつものでもなければ、階級的利害の表現に關して確乎たる主張を持つものでもない。また必ずしも持つものであることを要さない。むしろたゞ、その直接の生活要求にアツピールすることによりて、それらの政治的興味を集中せしめ、ブルジヨア旣成政黨に對する不滿と公憤とを導いて、兎も角も一つの勢力に集結することの可能性さへあれば、思想的には左翼であらうと右翼であらうと、我々は進んで之を包容するだけの度量がなくてはならぬ。かくして大衆を組織することが、無產階級政治運動の第一步である。第二段、第三段の仕事は、第一段の仕事に目鼻がついてからである。

　此等の點から考へて、私は、差し當り組織さるべき無產政黨の構成分子を可なり廣い範圍にまで思ひ及ぼしてゐる。そしてまた可なり廣い範圍をまで綱羅するでなければ、現在の我々の運動としては、殆ど無意義の努力に終るものであると考へてゐる。具體的にいへば、全國の農村勞働者、工場勞働者は勿論のこと、准無產階級乃至は中產階級に屬する知織階級、勤人、官吏、自由職業者、小賣商人、自作農、手工業者、其他さま〴〵の職業にたづさはるところのあらゆる分子を網羅して、旣成政黨に對立する一つの組織に集中せしめ、『無產階級の利益』のために、『社會的正義の實現』のために、『國民全體の幸福』のために、現在の政治を根本的に改革することを先づ當面の目標とする一つの新らしい勢力が、謂ふ所の無產政黨でなくてはならぬと信じてゐる。勿論、此の目標に於て一致するかぎり、ブルジヨア急進分子の來り投ずることを拒む理由はない。
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　斯の如く廣汎なる範圍に構成要素を求むることについては、現在の無產階級運動者の間に多少の異論のあることを思はぬではない。けれどもそれは、現在に於て組織さるべき無產政黨が、畢竟過渡期の無產政黨であるといふことを承認することによつて、容易く了解さるべき異論である。勿論我々とても、理想的なる無產政黨の一日も早く出現せんことを希望する。しかしながら現在の無產階級の成熟程度に於て、初めより完全を望むことは、あまりに性急の沙汰である。現前の必要は、先づその必要なるものを生まねばならぬ。物には順序があり、生長には過程がある。綱領乃至政策にしても、組織の形態及びその內容にしても、初めから完全に膳立てして、その通りに出來上るとは思はれない。先づ一つの必要が滿たされて、初めて次の必要が具體的の形をとるのである。

　旣に無產政黨の構成要素が、斯の如く廣汎なものであるとすると、それらの要求に訴へるためには、その綱領乃至は政策も亦、可なりに不統一なものとなるを免れない。それは一面に於て、極めて實際的なる改良政策であると同時に、他面に於ては、極めて非實際的なる抽𧰼理想論をも含むことゝなる。而も現在過渡期の無產政黨として、近き數年間に政權を掌握するやうな見込みもなく、否、議會に相當の代表者數を得るだけが頗るむつかしい現狀に當り、餘りに拔き差しならぬ政綱を揭げて、自らその活動の範圍を狹める如きは、決して策の得たるものではない。むしろ當面の任務として、無產大衆の敎育並に訓練が、その主要の目的であるとする以上、その目的に有効なる範圍に於て、幾分自由に裁量する所あつて然るべきである。組織の形態、及びその順序方法についても亦、そこに理想的なる考案を凝らすはさることながら、我々はむしろ成るべく自然に任せて、無理のない發達に待つこと多きものである。

　最後に一言を附加する。私は、無產政黨の構成要素として、組織されたる農民勞働者を餘りに多く重視せざるものである。それは組織されたる農民勞働者が、政治的に無力であるといふ意味では毫末もない。むしろ反對に、旣に組織されたる勞働階級は、散在せる一般無產民衆に比して、ブルジヨア政黨の欺瞞と術策とに乘ぜらるゝ危險の、遙に少きものであることを確信するからである。そして此の事は、當面の無產政黨が、主として敎育と訓練とを主要の任務とするものであるかぎり、當然導かるゝところの結論である。
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